








【シーン表：ほのぐらい日本の屋敷】
※このシナリオではオリジナルのシーン表を使います。
※ＰＣがカガミ沼に移動した場合は心象風景、記憶が蘇った、家を出る直前にこう言う事があった……等、
調整してなじませてください。

２ どんなに窓を開けても。どんなに明かりを灯しても、この家にはどこかに陰が残る。

３ 思い出したくない事がもやもやと、記憶の底から浮かび上がりそう。きっと、ここの臭いのせいだ。きっと
そうだ。

４ 誰が落としたのだろうか。それとも元からここにあったのだろうか。縁の欠けた瀬戸物の茶わんが一つ、ぽ
つんと転がっている。

５ 子供の頃、よくかくれんぼでここに潜り込んだなあ……。息をひそめて、じっとしていた記憶。視点は今よ
りずっと低い。

６ 視線を感じて振り向くと、黒猫が一匹。目が合うと一声「にゃあ」と鳴く。かぱっと開けた赤い口の中、白
い牙が、光る。このシーンに登場しているPCは生命力か正気度のうち好きな方を１点、回復させて良い。

７ 冷たい風が吹いてくる。足下から冷気がはい登る。夏は涼しいけれど、今の季節は寒い。どんなに火を点し
ても。どんなに太陽が照っている日も、この冷気は抜けない。

８ どこからともなく聞こえる、下品な女の笑い声。けたたましい。まるで超音波。脳に刺さる。あの中に、お
兄ちゃんの友だちは誰もいない。

９ 小鳥のさえずり、庭木の葉擦れの音、土のにおいが不吉な死の残り香を洗い流してくれる。ほっとするね。

10 厚く垂れ込める鉛色の雲が途切れ、金色の日の光が一筋。さしこみ、仄暗い薄闇を切り払う。けれど風が吹
けばまた雲が来る。明るさを知ってしまった後の闇は、一段と強く、深い。

11 線香の臭いが濃くなり、仏前のリンの音が鳴り響く。また誰か、弔問客が来たようだ。

12 ボロボロに煤けた人形が落ちている。何てこと無い、ありふれたオモチャ。でもこんなの売ってるの、見た
ことない。買ってもらった覚えも無い。


